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2024 年度も早いもので残りあとわずかとなりました。今年の冬は、例年になく厳しい寒さと

なり、雪にはあまり縁がない、四国、九州地域にも雪が降り、兵庫県北部においても、災害級の

積雪対策に追われた人たちも多いのではないでしょうか。

さて、2025 年大阪・関西万国博覧会が開幕まであと 1 か月を切りました。大阪で 55 年ぶり

に開かれる万博ということもあって、日に日に盛り上がりを感じるようになってきました。とこ

ろで、前回大阪で開催された万博では、国内でまだ外国人を見かけることが少なかったように思

います。子どもたちは、外国人らしい人を見かけると、「ハロー」としゃべりかけ、サインをお願

いしている人もいました。今の時代では考えられないことです。今回の万博が、いろいろな国、

地域から、たくさんの人が来日し、交流の輪が広がり、多文化共生社会の実現につながっていく

ことを期待します。

『子どもの日本語教育を問い直す

外国につながる子どもたちの学びを支えるために』

佐藤郡衛･菅原雅枝･小林聡子著 明石書店 2024 年 4 月 15 日発行
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今年度６年目になる多言語相談員派遣事業ですが、おかげさまで、県内のたくさんの小中高、

特別支援学校に多言語相談員を派遣し、来日間もない、日本語の理解が十分でない保護者の方

を支援させていただきました。この事業は、保護者面談、教育相談等、保護者への通訳を必要と

する場面に、「多言語相談員」を県内の通訳を必要とする学校へ派遣させていただくものです。

学校からは、

「母語を話す方が同席することにより、児童および保護者のカウンセリングの効果もあった。

中学校へ安心して進学できることとなったと考える。」

「大変有意義な時間を創造していただき、感謝している。」

「生徒、保護者に分かりやすく丁寧に話をしてもらい、生徒の進路決定の大きな力となった。」

「担任の話す内容を丁寧に通訳していただき、保護者と意思疎通をすることができた。担任、

保護者ともに大変感謝していた。」

など、多くの感謝の言葉をいただいています。

引き続き来年度もこの事業を児童生徒の支援の

ためにご活用ください。

2023年度 2024年度
派遣校数（のべ） 149 184
派遣時間（のべ） 180 219
派遣言語数 12 12

『立体的に見る外国につながる子どもの教育課題

～立場の異なる教員・支援者・子どもを通して～』

橋本ゆかり編著  風間書房 2024 年 3 月 15 日発行

★センターに新着図書が入りました！！

2024 年度多言語相談員派遣事業をふり返って
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外国人児童生徒の支援、子ども多文化共生教育に関わることなどについて、お気軽にご相談ください。

来年度も子ども多文化共生センターをよろしくお願いいたします。

研修会やイベントの情報を X（旧 Twitter）で紹介してるよ。

センターの HP からも見にきてね！（@hyogo_mc_center）

https://twitter.com/hyogo_mc_center

★みんな見てくれたかな？

2 月 14 日（金）から 28 日（金）までの 2 週間、神戸市営

地下鉄県庁前駅のショーウインドウにセンター所蔵の資料を

展示したよ。通勤や通学途中の人たちも立ち止まってじっく

り見てくれてたよ。

センターにはもっとたくさんの資料があるし、多文化共生

教育に役立つ本もおいてあるんだ。貸出もしているから見に

来てね。まってるよ。

★県立伊川谷高校の生徒のみんなが来てくれたよ！

２月５日（水）に県立伊川谷高校２年生５名のみんなと先生が

センターにきてくれたよ。「総合的な探究の時間」の授業でいろ

いろ調べてるって言ってた。サポーターさんにも来てもらって、

実際のサポートの話を聞いたり、センターの活動内容や外国にル

ーツをもつ人たちのことについてたくさん質問してくれたりし

たよ。県内の外国人生徒にかかわる特別枠選抜について調べる中

で、多文化共生に関心をもったんだって。「日本語指導の難しさ

が具体的にわかった。」「様々な課題があることがわかった。」「こ

れからも関心を持って、見つめていきたい。」などの感想をもっ

てくれたみたい。有意義な時間だったよ。

★第３回サポーター交流会があったよ！

２月 28 日（金）、１３人のサポーターさんが参加してくれたよ。

支援のアイディアや支援で悩んでいることを話したんだ。支援言

語が違っても話をすることで、お互いに悩んでいる問題を解決す

るヒントになったり、新しい気づきがあったりしたって。これから

も頑張っていきたいって笑顔で帰るサポーターさんを見ていると

嬉しくなったよ！


